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3
大
学
連
携
協
力
協
定
締
結
記
念
特
別
展
示

「
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
と
そ
の
教
え
子
た
ち
」
の
記
録

年
史
編
纂
室

　

２
０
１
９
年
6
月
1
日
か
ら
7
月
20
日
ま
で
、
関
西
大
学
博
物
館
特
別
展
示
室

に
お
い
て
3
大
学
連
携
協
力
協
定
締
結
記
念
特
別
展
示
「
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
と
そ
の

教
え
子
た
ち
」
を
開
催
し
た
。
本
展
示
は
、
２
０
１
７
（
平
成
29
）
年
9
月
に
本

学
と
法
政
大
学
、
明
治
大
学
が
連
携
協
力
協
定
を
締
結
し
た
こ
と
を
記
念
し
、
そ

の
連
携
事
業
の
一
環
と
し
て
、
年
史
編
纂
室
が
法
政
大
学
史
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
明

治
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
と
共
催
し
た
も
の
で
あ
る
。
巡
回
展
と
し
て
実
施
し
た

本
事
業
は
、
下
記
の
日
程
で
明
治
大
学
、
法
政
大
学
で
の
展
示
を
終
え
て
お
り
、

関
西
大
学
に
お
け
る
展
示
が
最
後
の
巡
回
と
な
っ
た
。

　
　
【
明
治
大
学
展
】

　
　
　
　

２
０
１
８
年
7
月
7
日
～
8
月
5
日

　
　
　
　

明
治
大
学
駿
河
台
キ
ャ
ン
パ
ス　

明
治
大
学
博
物
館
特
別
展
示
室

　
　
【
法
政
大
学
展
】

　
　
　
　

２
０
１
９
年
2
月
23
日
～
4
月
22
日　

法
政
大
学
市
ヶ
谷
キ
ャ
ン
パ
ス

　
　
　
　

�

ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
・
タ
ワ
ー
14
階　

博
物
館
展
示
室　

お
よ
び
外
濠
校
舎

6
階
展
示
室

　

関
西
大
学
展
で
は
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
な
ら
び
に
そ
の
教
え
子
で
あ
る
大
学
創
立
者

た
ち
の
関
係
資
料
と
解
説
パ
ネ
ル
の
巡
回
展
示
に
加
え
、
新
た
に
「
3
大
学
の
あ
ゆ

み
」
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
た
。
以
下
で
は
コ
ー
ナ
ー
ご
と
に
展
示
内
容
を
紹
介
す
る
。

ご
あ
い
さ
つ
パ
ネ
ル

ごあいさつ
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「
ご
あ
い
さ
つ
」

　
「
日
本
近
代
法
の
父
」
と
讃
え
ら
れ
る
ギ
ュ
ス
タ
ー
ヴ
・
エ
ミ
ー
ル
・
ボ
ア
ソ
ナ

ー
ド
（Gustave�Ém

ile�Boissonade�de�Fontarabie,�1825-1910

）
は
、
１

８
７
３
（
明
治
6
）
年
、
明
治
政
府
の
法
律
顧
問
と
し
て
来
日
し
、
１
８
９
５
（
明

治
28
）
年
に
帰
国
す
る
ま
で
、
20
年
以
上
に
わ
た
っ
て
日
本
に
お
け
る
近
代
法
典

の
編
纂
に
多
大
な
貢
献
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

法
政
大
学
、
明
治
大
学
及
び
関
西
大
学
の
前
身
を
立
ち
上
げ
た
創
立
者
た
ち
は
、

い
ず
れ
も
１
８
７
０

－

１
８
８
０
年
代
に
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
の
教
え
と
支
援
を
受

け
て
い
ま
す
。
１
８
８
０
年
当
時
、
日
本
に
は
政
治
や
法
律
を
議
論
す
る
た
め
の

多
く
の
結
社
が
立
ち
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。「
身
分
」
と
い
う
も
の
を
持
た
な
く
な

っ
た
市
民
た
ち
が
、
憲
法
の
制
定
と
国
会
の
開
設
を
求
め
て
盛
ん
に
読
書
会
を
開

き
、
議
論
し
、
あ
る
い
は
演
説
会
を
開
催
し
た
の
で
す
。
そ
の
自
由
民
権
運
動
の

熱
気
の
さ
な
か
、
権
利
の
意
識
に
め
ざ
め
た
当
時
の
人
び
と
は
法
律
の
知
識
を
求

め
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
に
応
え
る
た
め
に
創
立
者
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
を
運

営
し
、
教
育
に
あ
た
り
、
弁
護
活
動
を
お
こ
な
っ
た
の
で
す
。
以
降
、
3
大
学
は
、

時
に
競
い
時
に
協
力
し
合
い
な
が
ら
、
近
代
法
の
整
備
と
普
及
の
た
め
に
、
ひ
い

て
は
近
代
日
本
の
社
会
基
盤
構
築
の
た
め
に
尽
力
し
、
そ
の
中
か
ら
数
多
の
人
材

が
輩
出
し
ま
し
た
。

　

ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
は
、
そ
の
新
し
い
社
会
を
創
り
上
げ
よ
う
と
す
る
日
本
人
の
熱

意
を
支
え
て
い
ま
し
た
。
司
法
省
法
学
校
な
ど
で
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
の
謦
咳
に
接
し

た
教
え
子
の
多
く
は
や
が
て
司
法
官
や
法
学
者
と
な
り
、
法
典
編
纂
・
法
律
実
務

に
も
従
事
し
、
あ
る
い
は
在
野
法
曹
と
し
て
、
人
々
の
力
と
な
っ
て
い
っ
た
の
で
す
。

　

こ
の
た
び
、
3
大
学
の
連
携
協
力
協
定
が
締
結
さ
れ
た
こ
と
を
記
念
し
て
、
ボ

ア
ソ
ナ
ー
ド
の
事
績
と
、
そ
の
支
援
に
よ
っ
て
日
本
の
社
会
を
変
え
て
い
っ
た

人
々
、
そ
し
て
彼
ら
が
創
立
し
た
3
大
学
の
活
動
を
振
り
返
り
、
世
界
史
的
な
観

点
か
ら
そ
の
意
義
を
改
め
て
考
え
る
機
会
と
い
た
し
ま
す
。

一
　
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
の
事
績

「
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
の
事
績
」
解
説
パ
ネ
ル

　

ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
が
生
ま
れ
て
か
ら
法
学
者
と
な
っ
て
来
日
し
、
数
々
の
事
業
に

携
わ
っ
て
帰
国
後
に
逝
去
す
る
ま
で
の
経
歴
を
、
関
係
写
真
と
と
も
に
紹
介
し
た
。

「
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
来
日
ま
で
」

　

ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
は
、
１
８
２
５
年
6
月
7
日
、
パ
リ
東
郊
ヴ
ァ
ン
セ
ン
ヌ
で
生

ま
れ
ま
し
た
。
父
は
高
名
な
ギ
リ
シ
ャ
碑
文
学
者
で
あ
り
、
フ
ラ
ン
ス
の
教
育
・

研
究
機
関
の
最
高
権
威
で
あ
る
コ
レ
ー
ジ
ュ
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
教
授
も
務
め
た
人

物
で
し
た
。
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
も
父
の
学
才
を
受
け
継
ぎ
古
典
学
と
ラ
テ
ン
語
を
学

び
、
１
８
４
５
年
に
バ
カ
ロ
レ
ア
（
中
等
レ
ベ
ル
認
証
の
国
家
資
格
）
に
合
格
し

て
パ
リ
大
学
に
入
学
、
１
８
５
２
年
に
博
士
号
を
取
得
し
ま
す
。
博
士
論
文
『
夫

婦
間
の
贈
与
の
歴
史
、
お
よ
び
ナ
ポ
レ
オ
ン
法
典
に
お
け
る
同
制
度
に
関
す
る
試

論
』
は
、
翌
年
の
パ
リ
大
学
法
学
部
博
士
論
文
コ
ン
ク
ー
ル
で
最
優
秀
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。

　

１
８
６
４
年
に
は
教
授
資
格
試
験
（
ア
グ
レ
ガ
シ
オ
ン
）
に
合
格
し
て
グ
ル
ノ

ー
ブ
ル
大
学
に
赴
任
し
、
ロ
ー
マ
法
な
ど
の
講
義
を
担
当
し
ま
し
た
。
そ
の
間
『
遺

留
分
と
そ
の
精
神
的
経
済
的
影
響
の
歴
史
』
に
よ
り
１
８
６
７
年
の
フ
ラ
ン
ス
（
精

神
・
政
治
学
）
学
士
院
賞
を
受
賞
し
ま
す
。
こ
の
業
績
に
よ
り
同
年
10
月
、
パ
リ

大
学
の
ア
グ
レ
ジ
ェ
（
講
座
担
当
正
教
授
が
病
気
等
で
講
義
を
休
ん
だ
時
に
代
わ

っ
て
授
業
を
行
う
者
）
と
な
り
、
刑
法
、
憲
法
、
経
済
学
な
ど
の
授
業
を
行
い
ま



71　関西大学年史紀要　27

し
た
。
１
８
７
２
年
に
は
『
生
存
配
偶
者
の
諸
権
利
の
歴
史
』
に
よ
り
ふ
た
た
び

学
士
院
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

こ
の
頃
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
は
司
法
制
度
を
調
査
す
る
た
め
派
遣
さ
れ
た
日
本
政

府
関
係
者
8
名
に
憲
法
と
刑
法
を
講
義
す
る
機
会
を
持
ち
ま
し
た
。
そ
の
こ
と
が

き
っ
か
け
と
な
り
、
１
８
７
３
年
6
月
、
パ
リ
に
お
い
て
、
鮫
島
尚
信
弁
理
公
使

と
の
間
で
日
本
政
府
（
司
法
省
）
と
の
雇
用
契
約
を
締
結
し
ま
し
た
。
そ
の
内
容

は
、
法
典
編
纂
と
、
法
学
教
育
を
行
う
と
い
う
も
の
で
し
た
。

　

こ
う
し
て
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
は
同
年
11
月
に
来
日
を
果
た
し
、
日
本
で
の
仕
事
を

開
始
す
る
に
至
り
、「
人
ヲ
害
ス
ル
勿
レ
」（
左
上
の
印
鑑
）
を
原
則
と
し
た
ボ
ア

ソ
ナ
ー
ド
の
フ
ラ
ン
ス
自
然
法
が
日
本
に
も
た
ら
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
　

写
真
1　

ヴ
ァ
ン
セ
ン
ヌ
市
庁
舎

「
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
の
事
績
」

　

明
治
政
府
法
律
顧
問
と
し
て
、
１
８
７
３
（
明
治
6
）
年
か
ら
１
８
９
５
（
明

治
28
）
年
ま
で
、
お
よ
そ
22
年
間
、
日
本
に
滞
在
し
た
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
は
、
フ
ラ

ン
ス
法
を
モ
デ
ル
と
し
た
近
代
的
諸
法
典
の
編
纂
と
そ
れ
を
運
用
す
る
法
律
家
の

育
成
に
心
血
を
注
ぎ
ま
し
た
。

　

司
法
省
法
学
校
や
和
仏
法
律
学
校
・
明
治
法
律
学
校
な
ど
に
お
い
て
、
フ
ラ
ン

ス
法
を
通
し
て
西
欧
近
代
法
の
諸
原
理
を
教
授
し
た
ほ
か
、
司
法
省
を
は
じ
め
、

太
政
官
・
元
老
院
・
外
務
省
な
ど
政
府
機
関
か
ら
の
様
々
な
諮
問
に
対
し
て
、
助

言
・
献
策
・
答
申
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
と
り
わ
け
、
元
老
院
の
設
置
や
拷
問
廃

止
の
意
見
書
な
ど
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

法
典
編
纂
に
つ
い
て
は
、
１
８
８
０
（
明
治
13
）
年
7
月
公
布
の
刑
法
・
治
罪

法
、
つ
い
で
１
８
９
０
（
明
治
23
）
年
4
月
公
布
の
旧
民
法
（
財
産
法
部
分
）
の

ボアソナードの事績
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起
草
に
携
わ
り
ま
し
た
。
刑
事
二
法
は
、
日
本
人
委
員
に
よ
っ
て
、
皇
室
に
関
す

る
罪
や
国
事
犯
に
対
す
る
死
刑
が
盛
り
込
ま
れ
る
な
ど
重
大
な
修
正
を
蒙
り
な
が

ら
も
、
１
８
８
２
（
明
治
15
）
年
1
月
か
ら
施
行
さ
れ
ま
し
た
が
、
旧
民
法
は
、

延
期
派
と
断
行
派
が
激
し
く
対
立
し
た
、
い
わ
ゆ
る
法
典
論
争
の
結
果
、
１
８
９

２
（
明
治
25
）
年
5
月
の
第
三
帝
国
議
会
に
お
い
て
施
行
延
期
法
律
案
が
可
決
さ

れ
て
、
施
行
が
延
期
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
１
８
９
３
（
明
治
26
）
年
3
月
に
設

置
さ
れ
た
法
典
調
査
会
に
お
い
て
、
ド
イ
ツ
の
パ
ン
デ
ク
テ
ン
方
式
の
採
用
へ
と

編
纂
方
針
が
転
換
さ
れ
た
の
を
う
け
て
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
は
、
失
意
の
う
ち
に
フ

ラ
ン
ス
へ
帰
国
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
１
８
９
８
（
明
治
31
）
年
に
成
立
し
た
明

治
民
法
（
家
族
法
部
分
を
除
き
、
現
在
も
効
力
を
保
っ
て
い
ま
す
）
に
よ
っ
て
旧

民
法
の
諸
原
理
は
根
絶
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
全
編
に
そ
の
影
響
を
残
し
て
い

ま
す
。写

真
1　

ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
起
草
日
本
民
法
草
案
第
1
巻
表
紙
（
１
８
８
０
年
）

「
帰
国
後
の
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
と
没
後
追
懐
」

　

１
８
９
５
（
明
治
28
）
年
3
月
、
日
本
政
府
と
の
契
約
も
終
了
し
た
ボ
ア
ソ
ナ

ー
ド
は
娘
と
と
も
に
、
日
本
を
離
れ
ま
し
た
。
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
は
70
歳
に
な
ろ
う

と
し
て
い
ま
し
た
。
日
本
政
府
は
そ
の
功
績
を
讃
え
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
に
外
国
人

と
し
て
は
じ
め
て
勲
一
等
瑞
宝
章
を
贈
り
ま
し
た
。

　

フ
ラ
ン
ス
に
帰
国
し
た
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
は
い
っ
た
ん
住
ま
い
を
パ
リ
に
定
め
ま

す
。
同
年
夏
、
2
回
に
わ
た
っ
て
、
精
神
・
政
治
学
学
士
院
に
お
い
て
「
現
代
日

本
の
進
歩
瞥
見
」
と
題
し
た
報
告
を
行
い
、
物
質
的
、
政
治
経
済
的
、
知
的
道
徳

の
三
側
面
か
ら
、
日
本
の
現
状
を
紹
介
し
ま
し
た
。
し
か
し
翌
１
８
９
６
年
に
は
、

パ
リ
か
ら
南
仏
コ
ー
ト
・
ダ
ジ
ュ
ー
ル
の
ア
ン
チ
ー
ブ
に
住
ま
い
を
移
し
、
す
べ

て
の
公
的
な
活
動
か
ら
離
れ
、
悠
々
自
適
の
生
活
を
送
り
ま
し
た
。
１
９
１
０
（
明

治
43
）
年
3
月
、
富
井
政
章
、
梅
謙
次
郎
宛
に
送
っ
た
書
簡
に
は
「
高
齢
病
躯
と

な
っ
て
も
、
日
本
に
対
す
る
親
愛
と
忠
実
の
心
は
失
わ
れ
て
い
な
い
」
と
認
め
ら

れ
て
い
ま
し
た
。
翌
4
月
16
日
日
本
政
府
か
ら
勲
一
等
旭
日
大
受
賞
授
与
。
同
年

6
月
27
日
、
当
地
で
死
去
。
85
歳
で
し
た
。

　

ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
逝
去
を
受
け
て
日
本
で
は
同
年
11
月
、
教
え
子
た
ち
を
中
心
に

追
懐
事
業
が
行
わ
れ
、
教
え
子
た
ち
が
発
起
人
と
な
り
胸
像
（
作　

武
石
弘
三
郎
）

を
制
作
し
、
東
京
地
方
裁
判
所
に
設
置
し
ま
し
た
（
関
東
大
震
災
で
焼
失
）。
25
周

忌
を
控
え
た
１
９
３
４
（
昭
和
9
）
年
に
は
、
日
仏
関
係
者
に
よ
り
「
ボ
ア
ソ
ナ

ー
ド
教
授
記
念
事
業
」
を
実
施
し
、
そ
の
一
環
と
し
て
パ
リ
大
学
構
内
に
ボ
ア
ソ

ボアソナードの事績　展示資料
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ナ
ー
ド
の
胸
像
（
作　

フ
ェ
リ
ッ
ク
ス
・
ベ
ヌ
ト
ー
）
を
除
幕
し
ま
し
た
。
同
じ

型
で
作
成
し
た
胸
像
は
大
審
院
に
置
か
れ
た
も
の
の
、
戦
災
で
焼
失
し
ま
し
た
。

１
９
５
３
（
昭
和
28
）
年
、
再
度
ベ
ヌ
ト
ー
の
原
型
（
法
政
大
学
所
蔵
）
を
使
用

し
て
、
最
高
裁
判
所
と
法
政
大
学
に
胸
像
が
復
元
設
置
さ
れ
、
そ
の
功
績
を
今
に

伝
え
て
い
ま
す
。

写
真
1　

勲
一
等
旭
日
大
綬
章
を
つ
け
た
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
（
１
９
１
０
年
）

写
真
2　

ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
墓
所

写
真
3　

ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
胸
像
（
法
政
大
学
）

「
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
略
年
譜
」

「
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
の
事
績
」
展
示
資
料

　

こ
こ
で
は
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
に
か
か
わ
る
資
料
を
展
示
し
た
が
、
資
料
は
全
て
法

政
大
学
な
ら
び
に
明
治
大
学
所
蔵
の
も
の
で
あ
る
た
め
紹
介
を
割
愛
す
る
。
主
な

展
示
資
料
は
法
政
大
学
史
セ
ン
タ
ー
所
蔵
「
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
胸
像
原
型
」「
ボ
ア
ソ

ナ
ー
ド
肖
像
画
」、
明
治
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
「
井
上
操
の
講
義
ノ
ー
ト
」

で
あ
る
。
な
お
本
稿
で
は
原
則
的
に
関
西
大
学
担
当
分
の
み
掲
載
し
、
以
降
の
解

説
パ
ネ
ル
お
よ
び
展
示
資
料
の
紹
介
に
お
い
て
も
同
様
と
す
る
。

二
　
3
大
学
の
創
立
者

「
関
西
大
学
の
創
立
者
」
解
説
パ
ネ
ル

　

司
法
省
法
学
校
な
ど
で
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
の
教
え
を
受
け
た
者
た
ち
が
3
大
学
の

創
立
に
携
わ
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
3
大
学
の
創
立
期
な
ら
び
に
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド

と
の
関
係
に
つ
い
て
、
写
真
と
と
も
に
紹
介
し
た
。

「
関
西
大
学
の
創
立
」

　

１
８
８
６
（
明
治
19
）
年
11
月
4
日
、
関
西
大
学
の
前
身
で
あ
る
関
西
法
律
学

校
は
大
阪
西
区
京
町
堀
の
願
宗
寺
を
校
舎
と
し
て
開
校
し
ま
し
た
。
法
学
教
育
の

必
要
が
説
か
れ
る
中
で
生
ま
れ
た
、
関
西
初
の
本
格
的
な
法
律
学
校
で
す
。
開
校

し
た
ば
か
り
の
校
舎
に
は
「
法
学
生
徒
募
集
」
の
新
聞
広
告
を
見
た
若
者
が
集
ま

り
、
願
宗
寺
は
瞬
く
間
に
受
講
生
で
溢
れ
て
し
ま
う
ほ
ど
で
あ
っ
た
と
い
い
、
法

律
学
校
の
設
立
に
対
す
る
当
時
の
関
心
の
高
さ
が
伺
え
ま
す
。

　

学
生
数
の
増
加
に
と
も
な
い
、
関
西
法
律
学
校
は
東
区
淡
路
町
の
仮
校
舎
、
北

区
河
内
町
の
興
正
寺
を
経
て
、
１
９
０
３
（
明
治
36
）
年
に
創
立
後
初
め
て
の
自

前
校
舎
で
あ
る
江
戸
堀
校
舎
を
竣
工
さ
せ
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
敷
地
が
市

電
の
予
定
路
線
に
含
ま
れ
た
た
め
3
年
後
に
は
移
転
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
１
９
０

６
（
明
治
39
）
年
、
大
阪
北
区
上
福
島
の
新
学
舎
へ
移
り
ま
し
た
。
そ
の
間
、
関

西
法
律
学
校
は
１
９
０
４
（
明
治
37
）
年
に
専
門
学
校
令
に
よ
る
専
門
学
校
と
し

て
認
可
さ
れ
、
１
９
０
５
（
明
治
38
）
年
に
は
「
私
立
関
西
大
学
」
と
改
称
し
ま

し
た
。

　

さ
ら
に
１
９
２
２
（
大
正
11
）
年
に
は
大
学
令
に
基
づ
き
関
西
大
学
と
し
て
認

可
さ
れ
る
と
と
も
に
現
在
の
千
里
山
学
舎
に
移
転
し
、
法
学
部
と
商
学
部
、
大
学

予
科
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
も
関
西
大
学
は
発
展
を
続
け
、
現
在
で
は
4

キ
ャ
ン
パ
ス
に
13
学
部
を
擁
す
る
総
合
大
学
と
な
っ
て
い
ま
す
。

写
真
1　

創
立
時
の
校
舎
・
願
宗
寺

写
真
2　

千
里
山
の
大
学
本
館
（
１
９
２
７
年
竣
工
）

「
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
の
弟
子
た
ち
～
関
西
大
学
の
創
立
者
～
」

　

関
西
大
学
で
は
、
児
島
惟
謙
を
は
じ
め
と
す
る
12
名
を
創
立
者
と
し
て
い
ま
す
。
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そ
の
多
く
は
法
学
教
育
と
い
う
時
代
の
要
請
を
見
極
め
た
法
曹
界
の
俊
英
た
ち
で

し
た
。
創
立
に
は
、
自
由
民
権
運
動
の
活
動
家
で
あ
り
初
代
校
主
と
な
っ
た
吉
田

一
士
の
働
き
か
け
の
も
と
、
当
時
大
阪
控
訴
院
長
だ
っ
た
児
島
に
加
え
て
大
阪
始

審
裁
判
所
長
だ
っ
た
大
島
貞
敏
、
実
業
家
の
土
居
通
夫
に
よ
る
後
援
が
得
ら
れ
ま

し
た
。

　

司
法
、
財
界
の
重
鎮
と
し
て
名
誉
校
員
に
も
な
っ
た
彼
ら
3
人
の
ほ
か
、
学
生

へ
の
教
育
に
お
い
て
と
く
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
の
は
教
壇
に
立
っ
た
講
師

で
あ
り
、
そ
の
多
く
が
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
の
教
え
子
で
し
た
。
12
名
の
創
立
者
の
う

ち
司
法
省
法
学
校
で
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
か
ら
直
接
指
導
を
受
け
た
の
は
小
倉
久
、
鶴

見
守
義
、
井
上
操
、
手
塚
太
郎
、
志
方
鍛
の
5
人
で
す
。
彼
ら
は
現
役
の
司
法
官

と
し
て
公
務
の
か
た
わ
ら
講
義
を
行
い
、
法
学
普
及
に
励
み
ま
し
た
。
な
か
で
も

井
上
操
は
司
法
省
き
っ
て
の
秀
才
と
も
呼
ば
れ
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
の
『
性
法
講
義
』

を
翻
訳
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
堀
田
正
忠
は
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
の
住
み
込
み
書
生
と
し
て
熱
心
に
法
学
を

学
び
、
他
の
創
立
者
と
同
じ
く
司
法
官
で
あ
り
な
が
ら
「
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
門
人
」

と
い
う
肩
書
き
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
の
薫
陶
を
受
け
た
彼
ら
が

創
立
期
の
教
壇
に
立
っ
た
こ
と
で
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
の
思
想
や
理
念
が
関
西
法
律

学
校
に
受
け
継
が
れ
た
と
い
え
ま
す
。

　
　

写
真
1　

小
倉
久

　
　

写
真
2　

井
上
操

　
　

写
真
3　

堀
田
正
忠

　
　

写
真
4　

志
方
鍛

関西大学の創立者
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「
関
西
大
学
の
創
立
者
」
展
示
資
料

　

本
学
の
創
立
者
で
あ
る
志
方
鍛
、
小
倉
久
、
鶴
見
守
義
の
関
係
資
料
を
展
示
し
た
。

「
志
方
鍛
の
司
法
省
法
学
校
入
学
辞
令
」

１
８
７
６
（
明
治
9
）
年　

関
西
大
学
年
史
編
纂
室
所
蔵

　

志
方
（
萩
原
）
鍛
は
司
法
省
法
学
校
の
第
2
期
生
と
し
て
入
学
し
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー

ド
ら
の
フ
ラ
ン
ス
法
を
受
講
し
ま
し
た
。

「
志
方
鍛
の
司
法
省
法
学
校
卒
業
式
案
内
通
知
」

１
８
８
４
（
明
治
17
）
年　

関
西
大
学
年
史
編
纂
室
所
蔵

　

司
法
省
法
学
校
で
普
通
学
4
年
と
法
律
学
4
年
を
学
ん
だ
志
方
鍛
の
卒
業
式
案

内
通
知
で
す
。「
羽
織
袴
ま
た
は
ブ
ロ
ッ
ク
コ
ー
ト
及
び
靴
」
を
着
用
す
べ
き
こ
と

が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
志
方
鍛
の
司
法
官
任
命
辞
令
」

１
８
８
４
（
明
治
17
）
年　

関
西
大
学
年
史
編
纂
室
所
蔵

　

志
方
鍛
は
、
１
８
８
４
（
明
治
17
）
年
7
月
12
日
に
判
事
補
に
任
じ
ら
れ
晴
れ

て
司
法
官
と
な
り
、
の
ち
に
創
立
期
の
関
西
法
律
学
校
で
講
師
を
務
め
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

「
小
倉
久
が
愛
用
し
た
文
房
具
」

明
治
時
代　

関
西
大
学
年
史
編
纂
室
所
蔵

　

関
西
法
律
学
校
創
立
者
の
一
人
で
初
代
校
長
の
小
倉
久
が
愛
用
し
た
文
房
具
で

す
。（
筆
床
、
筆
洗
い
、
ペ
ー
パ
ー
ナ
イ
フ
、
巻
紙
置
き
、
硯
盆
、
筆
立
て
）

「
小
倉
久
旧
蔵
写
真
ア
ル
バ
ム
」

明
治
時
代　

関
西
大
学
年
史
編
纂
室
所
蔵

　

関
西
法
律
学
校
創
立
者
の
一
人
で
初
代
校
長
の
小
倉
久
が
所
蔵
し
て
い
た
写
真

帖
で
す
。
中
に
は
名
刺
判
写
真
を
4
枚
ず
つ
収
め
る
台
紙
が
32
ペ
ー
ジ
綴
じ
ら
れ

て
い
て
、
現
在
は
１
０
７
枚
の
写
真
が
所
収
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
小
倉
久
旧
蔵
ル
イ
・
ヴ
ィ
ト
ン
製
ト
ラ
ン
ク
」

１
８
７
２
年
製
造　

１
８
８
４
年
販
売　

関
西
大
学
年
史
編
纂
室
所
蔵

　

小
倉
久
が
、
１
８
８
４
年
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
リ
ス
ボ
ン
で
開
か
れ
た
万
国
郵
便
会

議
に
出
席
し
た
際
に
、
フ
ラ
ン
ス
・
パ
リ
の
ル
イ
・
ヴ
ィ
ト
ン
本
社
で
購
入
し
た

も
の
で
す
。

法政大学の創立者

明治大学の創立者
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「
大
礼
服
」

明
治
時
代　

関
西
大
学
年
史
編
纂
室
所
蔵

　

関
西
法
律
学
校
創
立
者
の
一
人
で
あ
る
鶴
見
守
義
が
、
宮
中
の
重
要
な
儀
式
の

際
に
着
用
し
た
大
礼
服
で
す
。
上
着
の
ポ
ケ
ッ
ト
内
に
「FEB.38

」
と
あ
る
こ
と

か
ら
、
１
９
０
５
（
明
治
38
）
年
2
月
に
調
製
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、

収
納
す
る
た
め
の
皮
製
ト
ラ
ン
ク
に
は
鶴
見
の
イ
ニ
シ
ャ
ル
「M

.�T
.

」
が
刻
印
さ

れ
て
い
ま
す
。

三
　
3
大
学
の
講
義
録
・
卒
業
ア
ル
バ
ム
・
卒
業
証
書

　

明
治
大
学
展
、
法
政
大
学
展
の
内
容
を
発
展
さ
せ
、
三
大
学
が
持
つ
創
立
期
か

ら
旧
制
大
学
期
ま
で
の
講
義
録
と
卒
業
ア
ル
バ
ム
、
卒
業
証
書
を
比
較
展
示
し
た
。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
解
説
パ
ネ
ル
を
設
け
ず
、
資
料
を
展
示
す
る
に
収
め
た
。

「
関
西
法
律
学
校
講
義
録
」

１
８
８
７（
明
治
20
）年
～
１
８
８
８（
明
治
21
）年　

関
西
大
学
年
史
編
纂
室
所
蔵

　

選
ば
れ
た
学
生
が
授
業
を
記
録
し
、
担
当
講
師
に
よ
る
検
閲
を
経
て
順
次
出
版

さ
れ
ま
し
た
。
一
般
に
も
広
く
販
売
さ
れ
、
授
業
を
受
講
で
き
な
い
人
た
ち
に
も

重
用
さ
れ
ま
し
た
。（
山
野
博
史
氏
寄
贈
）

「
東
次
郎
講
義
筆
記
」

１
８
８
６
（
明
治
19
）
年　

関
西
大
学
年
史
編
纂
室
所
蔵

　

関
西
法
律
学
校
が
司
法
省
の
許
可
を
得
て
正
式
開
校
と
な
っ
た
、
１
８
８
６
（
明

治
19
）
年
12
月
13
日
の
手
塚
太
郎
講
述
「
法
律
大
意
講
義
」
が
収
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

「
小
岸
安
昌
講
義
筆
記
」

１
８
８
８
（
明
治
21
）
年　

関
西
大
学
年
史
編
纂
室
所
蔵

　

関
西
法
律
学
校
の
第
1
回
卒
業
生
・
小
岸
安
昌
に
よ
る
講
義
筆
記
で
す
。
鶴
見

守
義
口
述
「
仏
蘭
西
民
法
契
約
篇
講
義
筆
記
」、
手
塚
太
郎
口
述
「
佛
国
民
法
第
拾

四
巻
保
証
篇
講
義
筆
記
」
な
ど
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
私
立
関
西
大
学
商
業
科
卒
業
ア
ル
バ
ム
」

１
９
０
９
（
明
治
42
年
）
年　

関
西
大
学
年
史
編
纂
室
所
蔵

「
私
立
関
西
大
学
商
業
科
卒
業
ア
ル
バ
ム
」

１
９
１
０
（
明
治
43
年
）
年　

関
西
大
学
年
史
編
纂
室
所
蔵

　

表
紙
に
は
第
22
回
卒
業
生
で
あ
る
こ
と
を
示
す
数
字
「
22
」
と
１
９
１
０
（
明

治
43
）
年
に
観
測
さ
れ
た
ハ
レ
ー
彗
星
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

「
関
西
法
律
学
校　

第
1
回
卒
業
生
卒
業
証
書
」

１
８
８
９
（
明
治
22
）
年　

関
西
大
学
年
史
編
纂
室
所
蔵

　

１
８
８
９
（
明
治
22
）
年
9
月
の
第
1
回
卒
業
生
17
名
の
う
ち
、
津
島
（
内
田
）

重
成
に
授
与
さ
れ
た
卒
業
証
書
で
す
。
小
倉
久
、
鶴
見
守
義
ら
11
名
の
講
師
が
押

印
し
て
い
ま
す
。

「
旧
制
関
西
大
学
卒
業
証
書
」

１
９
２
５
（
大
正
14
）
年　

関
西
大
学
年
史
編
纂
室
所
蔵
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関西法律学校の講義録

関西大学の卒業アルバム

関西大学の卒業証書
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「
関
西
法
律
学
校
第
1
回
卒
業
記
念
写
真
」

１
８
８
９
（
明
治
22
）
年　

関
西
大
学
年
史
編
纂
室
所
蔵

　

関
西
法
律
学
校
の
第
1
回
卒
業
生
は
、
上
野
良
吾
（
武
田
宣
英
）、
津
島
重
成

（
内
田
重
成
）、
小
岸
安
昌
ら
17
名
で
し
た
。

「
武
田
宣
英
『
日
本
陪
審
法
論
』」

１
９
２
８
（
昭
和
3
）
年　

関
西
大
学
年
史
編
纂
室
所
蔵

　

武
田
宣
英
が
関
西
大
学
へ
提
出
し
た
博
士
論
文
を
有
斐
閣
が
刊
行
し
た
も
の
で

す
。
こ
の
論
文
に
よ
り
武
田
は
関
西
大
学
の
法
学
博
士
第
1
号
と
な
り
ま
し
た
。

四
　
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
顕
彰
資
料

　

こ
こ
で
は
帰
仏
後
あ
る
い
は
死
後
に
な
さ
れ
た
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
顕
彰
事
業
に
か

か
わ
る
資
料
を
展
示
し
た
。
法
政
大
学
と
明
治
大
学
に
よ
る
出
品
で
あ
る
た
め
内

容
の
詳
述
は
割
愛
す
る
が
、
主
な
展
示
品
に
は
法
政
大
学
史
セ
ン
タ
ー
所
蔵
「
ボ

ア
ソ
ナ
ー
ド
博
士
記
念
事
業
会
関
係
資
料
」
や
明
治
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵

の
伝
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
使
用
「
机
」
が
あ
っ
た
。

五
　
3
大
学
の
あ
ゆ
み

　

関
西
大
学
展
で
新
設
し
た
「
関
西
大
学
の
あ
ゆ
み
」「
法
政
大
学
の
あ
ゆ
み
」「
明

治
大
学
の
あ
ゆ
み
」
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
各
大
学
担
当
者
が
創
立
期
、
旧
制
大
学
期
、

戦
争
期
、
新
制
大
学
期
、
学
生
運
動
期
、
現
在
の
資
料
を
独
自
に
展
示
し
た
。
な

お
各
大
学
の
年
表
パ
ネ
ル
と
創
立
期
の
資
料
は
巡
回
展
示
品
で
あ
る
。

「
関
西
大
学
の
あ
ゆ
み
」
展
示
資
料

「
関
西
法
律
学
校
規
則
」

１
８
８
６
（
明
治
19
）
年　

関
西
大
学
年
史
編
纂
室
所
蔵

　

創
立
時
に
発
行
さ
れ
た
、
関
西
法
律
学
校
最
初
の
刊
行
物
で
す
。「
関
西
法
律
学

校
設
立
の
趣
旨
」「
関
西
法
律
学
校
規
則
」「
関
西
法
律
学
校
々
員
規
則
」
の
3
部

か
ら
な
り
、
最
後
の
ペ
ー
ジ
に
は
創
立
者
12
名
が
名
を
連
ね
て
い
ま
す
。

（
山
野
博
史
氏
寄
贈
）

「
関
西
法
律
学
校
の
辞
令
書
」

１
９
０
０
（
明
治
33
）
年　

関
西
大
学
年
史
編
纂
室
所
蔵

　

１
８
９
７
（
明
治
30
）
年
卒
業
の
松
山
藤
雄
に
副
幹
事
を
命
じ
た
辞
令
書
で
す
。

当
初
の
給
与
は
月
額
12
円
で
し
た
。 伝ボアソナード使用「机」

ボアソナード顕彰資料
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「
大
学
設
立
認
可
申
請
書
」

１
９
２
１
（
大
正
10
）
年　

関
西
大
学
年
史
編
纂
室
所
蔵

　

１
９
２
１（
大
正
10
）年
に
財
団
法
人
関
西
大
学
が
文
部
省
に
提
出
し
た
申
請
書

で
す
。
1
年
4
か
月
後
の
１
９
２
２（
大
正
11
）年
6
月
5
日
付
で
認
可
を
受
け
、

大
学
令
に
よ
る
大
学（
旧
制
）と
な
り
ま
し
た
。
当
時
の
設
置
学
部
は
法
学
部
と
商

学
部
で
す
。
２
０
２
２（
令
和
4
）年
6
月
5
日
に
大
学
昇
格
100
周
年
を
迎
え
ま
す
。

「
犬
養
毅
の
揮
毫
」

１
９
２
３
（
大
正
12
）
年　

関
西
大
学
年
史
編
纂
室
所
蔵

　

の
ち
に
総
理
大
臣
と
な
る
犬
養
毅
は
、
逓
信
大
臣
を
務
め
て
い
た
１
９
２
３
（
大

正
12
）
年
4
月
19
日
に
「
学
の
実
化
」
講
座
の
講
師
と
し
て
来
学
し
た
際
に
「
畏

る
る
所
無
し
」
と
揮
毫
し
ま
し
た
。
当
日
の
演
題
は
「
確
固
不
動
の
信
念
を
樹
立

せ
よ
」
で
し
た
。

「
山
岡
順
太
郎
肖
像
写
真
」

大
正
時
代　

山
岡
家
所
蔵

　

関
西
大
学
中
興
の
祖
で
あ
る
山
岡
順
太
郎
は
、
総
理
事
と
し
て
１
９
２
２
（
大

正
11
）
年
の
大
学
昇
格
（
旧
制
）
お
よ
び
千
里
山
移
転
に
尽
力
し
、
翌
年
か
ら
は

第
11
代
学
長
を
務
め
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
実
業
界
で
活
躍
し
て
き
た
経
験
を
も
と

に
、
今
日
ま
で
継
承
さ
れ
て
い
る
理
念
「
学
の
実
化
」
を
提
唱
し
ま
し
た
。

「
藤
田
嗣
治　

北
村
兼
子
像
」

１
９
２
９
（
昭
和
4
）
年　

個
人
蔵

　

北
村
兼
子
は
関
西
大
学
最
初
の
女
子
学
生
で
す
。
１
９
２
３
（
大
正
12
）
年
10

月
よ
り
聴
講
生
と
し
て
学
び
、
在
学
中
か
ら
朝
日
新
聞
記
者
と
し
て
も
活
躍
し
て

い
ま
し
た
。
本
作
品
は
、
１
９
２
９
（
昭
和
4
）
年
に
第
11
回
万
国
婦
人
会
議
の

日
本
代
表
と
し
て
ド
イ
ツ
の
ベ
ル
リ
ン
を
訪
れ
た
際
、
画
家
の
藤
田
嗣
治
と
知
り

合
い
、
描
か
れ
ま
し
た
。

「
山
岡
順
太
郎
寿
像
」

１
９
２
０
（
大
正
9
）
年　

山
岡
家
所
蔵

　

大
阪
で
活
躍
し
た
実
業
家
の
矢
野
慶
太
郎
と
竹
原
友
三
郎
が
贈
っ
た
、
山
岡
順

太
郎
の
寿
像
で
す
。
彫
金
家
中
野
美
海
の
原
型
か
ら
、
大
阪
で
屈
指
の
貴
金
属
商

山
口
金
匠
堂
が
作
製
し
ま
し
た
。

「
満
州
建
設
勤
労
奉
仕
隊
感
謝
状
」

１
９
３
９
（
昭
和
14
）
年　

関
西
大
学
年
史
編
纂
室
所
蔵

　

１
９
３
９
（
昭
和
14
）
年
の
興
亜
青
年
勤
労
報
国
隊
（
満
州
建
設
勤
労
奉
仕
隊
）

参
加
に
対
す
る
感
謝
状
で
す
。
こ
の
満
州
派
遣
は
全
国
の
大
学
、
高
等
専
門
学
校

の
１
、７
５
９
名（
指
導
教
官
含
む
）
に
よ
り
編
成
さ
れ
、
関
西
大
学
か
ら
は
法
文
学

部
10
名
、
経
商
学
部
10
名
、
予
科
5
名
、
専
門
部
5
名
の
計
30
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

「
予
科
生
の
墨
蹟
集
」

１
９
４
３
（
昭
和
18
）
年　

関
西
大
学
年
史
編
纂
室
所
蔵

　

学
徒
出
陣
し
た
予
科
学
生
32
名
が
、
予
科
学
生
部
長
で
あ
っ
た
八
鳥
治
一
教
授

に
書
き
残
し
た
墨
跡
集
で
す
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「
ス
プ
ー
ン
、
ナ
イ
フ
、
ケ
ー
ス
」

昭
和
戦
後　

関
西
大
学
年
史
編
纂
室
所
蔵

　

学
徒
出
陣
し
た
関
西
大
学
学
生
が
、
終
戦
後
の
シ
ベ
リ
ア
抑
留
中
に
使
用
し
て

い
ま
し
た
。
ナ
イ
フ
と
布
製
の
ケ
ー
ス
は
自
作
で
す
。

（
松
崎
知
恵
子
氏
寄
贈
）

「
引
き
揚
げ
関
係
資
料
」

昭
和
戦
後　

関
西
大
学
年
史
編
纂
室
所
蔵

　

ソ
連
か
ら
の
引
揚
者
が
日
本
へ
の
帰
国
時
に
使
用
し
た
も
の
で
す
。
松
崎
氏
は

約
3
年
間
の
シ
ベ
リ
ア
抑
留
を
経
て
１
９
４
８
（
昭
和
23
）
年
に
ソ
連
の
ナ
ホ
ト

カ
港
を
出
発
し
、
舞
鶴
港
へ
上
陸
し
た
の
ち
東
舞
鶴
駅
か
ら
大
阪
へ
戻
り
ま
し
た
。

　
〔
展
示
品
〕
引
揚
者
乗
車
票
、
下
車
駅
調
査
カ
ー
ド

「
千
里
山
花
壇
ポ
ス
タ
ー
」

昭
和
戦
前　

関
西
大
学
年
史
編
纂
室
所
蔵

　

１
９
２
１
（
大
正
10
）
年
開
業
の
千
里
山
花
壇
は
郊
外
の
遊
園
地
と
し
て
人
気

を
集
め
て
い
ま
し
た
が
、
１
９
４
５
（
昭
和
20
）
年
、
軍
需
品
の
貯
蔵
施
設
と
な

り
一
時
休
業
し
ま
し
た
。
戦
後
に
再
開
す
る
も
１
９
５
０
（
昭
和
25
）
年
に
閉
鎖

さ
れ
、
そ
の
跡
地
を
関
西
大
学
が
取
得
し
ま
し
た
。
現
在
は
社
会
学
部
、
第
一
中

学
校
、
第
一
高
等
学
校
、
幼
稚
園
な
ど
が
建
っ
て
い
ま
す
。

「
文
学
部
受
験
票
」

１
９
４
９
（
昭
和
24
）
年　

関
西
大
学
年
史
編
纂
室
所
蔵

「
授
業
料
等
通
知
書
・
領
収
書
」

１
９
４
９
（
昭
和
24
）
年　

関
西
大
学
年
史
編
纂
室
所
蔵

「
新
制
大
学
期
の
記
念
品
類
」

昭
和
戦
後　

関
西
大
学
年
史
編
纂
室
所
蔵

　

関
西
大
学
は
１
９
４
８
（
昭
和
23
）
年
3
月
25
日
に
設
置
認
可
を
受
け
、
学
校

教
育
法
に
よ
る
新
制
大
学
と
し
て
発
足
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
法
・
文
・
経
済
・
商

の
4
学
部
が
設
置
さ
れ
、以
来
総
合
大
学
と
し
て
の
充
実
が
図
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　
〔
展
示
品
〕�

１
９
４
８
年
大
学
祭
記
念
胸
章
、
１
９
４
９
年
大
学
祭
記
念
ネ
ク
タ

イ
ピ
ン
、
１
９
４
９
年
大
学
祭
記
念
銀
皿
、
１
９
４
９
年
大
学
祭
記

念
メ
ダ
ル
、
１
９
４
９
年
大
学
祭
招
待
券
、
１
９
４
９
年
大
学
祭
プ

ロ
グ
ラ
ム
、
関
西
大
学
創
立
70
周
年
記
念
胸
章

「
１
９
４
９
年
大
学
祭
ポ
ス
タ
ー
」

１
９
４
９
（
昭
和
24
）
年　

関
西
大
学
年
史
編
纂
室
所
蔵

　

１
９
４
８
（
昭
和
23
）
年
の
新
制
大
学
発
足
後
、
第
2
回
目
の
大
学
祭
は
大
学

院
学
舎
と
体
育
館
の
落
成
記
念
を
兼
ね
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

「
創
立
80
周
年
記
念　

関
西
大
学
学
生
歌
募
集
ポ
ス
タ
ー
」

１
９
６
５
（
昭
和
40
）
年　

関
西
大
学
年
史
編
纂
室
所
蔵

　

創
立
80
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
学
生
、
職
員
、
校
友
か
ら
学
生
歌
を
募

り
、
52
編
の
応
募
の
な
か
か
ら
校
友
明
珍
昇
の
作
品
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
同
年
に

記
念
事
業
の
中
心
的
事
業
と
し
て
建
設
さ
れ
た
関
西
大
学
会
館
は
、
4
年
後
の
学

園
紛
争
で
バ
リ
ケ
ー
ド
封
鎖
の
憂
き
目
に
あ
い
ま
す
。
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関西大学のあゆみ　創立期・旧制大学期

関西大学のあゆみ　戦争期・新制大学期



「ボアソナードとその教え子たち」の記録　82

「
学
生
運
動
関
係
の
ビ
ラ
」

１
９
６
９
（
昭
和
44
）
年　

関
西
大
学
年
史
編
纂
室
所
蔵

「
校
友
会
機
関
誌
『
関
大
』
第
167
号
付
録
（
昭
和
44
年
6
月
28
日
）」

１
９
６
９
（
昭
和
44
）
年　

関
西
大
学
年
史
編
纂
室
所
蔵

「
千
里
山
守
衛
室
勤
務
日
誌
」

１
９
６
９（
昭
和
44
）年
～
１
９
７
０（
昭
和
45
）年　

関
西
大
学
年
史
編
纂
室
所
蔵　

　

１
９
６
９
（
昭
和
44
）
年
6
月
1
日
か
ら
１
９
７
０
年
4
月
30
日
ま
で
の
守
衛

室
勤
務
日
誌
で
す
。
関
西
大
学
に
お
け
る
学
園
紛
争
の
発
端
と
な
っ
た
、
１
９
６

９
年
6
月
20
日
の
関
西
大
学
会
館
封
鎖
当
日
の
様
子
が
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

写
真
パ
ネ
ル

　
　

写
真
1　

バ
リ
ケ
ー
ド
封
鎖
さ
れ
た
関
西
大
学
会
館

　
　

写
真
2　

大
運
動
場
で
開
か
れ
た
全
学
集
会

「
卒
業
記
念　

簡
文
館
オ
ル
ゴ
ー
ル
」

１
９
６
０
年
～
１
９
７
０
年
代　

関
西
大
学
年
史
編
纂
室
所
蔵

　

簡
文
館
の
円
形
図
書
館
と
書
庫
（
現
存
せ
ず
）
を
か
た
ど
っ
た
オ
ル
ゴ
ー
ル
で

す
。
書
庫
の
屋
根
部
分
を
開
く
と
学
歌
の
メ
ロ
デ
ィ
が
流
れ
ま
す
。
１
９
６
０
～

７
０
年
ご
ろ
に
頒
布
さ
れ
て
い
ま
し
た
。�

（
麻
生
川
章
氏
寄
贈
）

解
説
パ
ネ
ル
「
関
西
大
学
天
六
学
舎
体
育
館
ウ
ク
レ
レ
」

「
天
六
学
舎
体
育
館
ウ
ク
レ
レ
」

２
０
１
３
（
平
成
25
）
年　

関
西
大
学
年
史
編
纂
室
所
蔵

　

天
六
学
舎
体
育
館
の
部
材
を
用
い
て
作
ら
れ
た
ウ
ク
レ
レ
で
す
。
天
六
学
舎
は

１
９
２
９
（
昭
和
4
）
年
に
竣
工
し
ま
し
た
。
戦
後
も
主
に
夜
間
部
の
校
舎
と
し

て
使
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
２
０
１
４
（
平
成
26
）
年
に
解
体
さ
れ
ま
し
た
。

�

（
美
術
家
・
伊
達
伸
明
氏
制
作
）

「
現
在
の
関
西
大
学
グ
ッ
ズ
」

平
成　

関
西
大
学
年
史
編
纂
室
所
蔵

「
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
」
コ
ー
ナ
ー
展
示
資
料

　

象
徴
的
な
ス
ポ
ー
ツ
紹
介
と
し
て
、
関
西
大
学
で
は
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
関

係
資
料
を
展
示
し
た
。
出
品
資
料
は
全
て
個
人
蔵
で
あ
る
。

「
コ
ス
チ
ュ
ー
ム
」

　

２
０
１
６

－

２
０
１
７
シ
ー
ズ
ン
の
フ
リ
ー
ス
ケ
ー
ト
「
組
曲
『
惑
星
』
よ
り　

映
画
『
ス
タ
ー
ウ
ォ
ー
ズ
』
よ
り
」
で
宮
原
知
子
選
手
が
着
用
し
た
コ
ス
チ
ュ
ー

ム
で
す
。

「
宮
原
知
子
選
手
の
ス
ケ
ー
ト
靴
」

　

華
麗
な
演
技
と
流
麗
な
ス
テ
ッ
プ
を
生
み
出
し
た
ス
ケ
ー
ト
靴
で
す
。

「
平
昌
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク　

ピ
ン
バ
ッ
ジ
」

　

平
昌
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
宮
原
選
手
が
集
め
た
17
種
類
の
ピ
ン
バ
ッ
ジ
が
ケ
ー
ス
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関西大学のあゆみ　学生運動期・現在

関西大学のフィギュアスケート
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の
中
に
収
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
、
ド
イ
ツ
、
イ
ス
ラ
エ
ル
、
ラ
ト
ビ
ア
、

イ
タ
リ
ア
、
中
国
な
ど
、
参
加
各
国
の
バ
ッ
ジ
の
ほ
か
、
フ
ジ
テ
レ
ビ
（
富
士
山
）、

テ
レ
ビ
朝
日
（
ド
ラ
え
も
ん
）、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
（
ど
ー
も
く
ん
）、
朝
日
新
聞
（
鶴
）
な

ど
、
マ
ス
コ
ミ
各
社
や
ス
ポ
ン
サ
ー
（
ミ
ズ
ノ
）
の
バ
ッ
ジ
も
含
ま
れ
ま
す
。
ち

な
み
に
、
イ
タ
リ
ア
の
バ
ッ
ジ
は
宮
原
選
手
が
好
き
な
カ
ロ
リ
ー
ナ
・
コ
ス
ト
ナ

ー
選
手
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
の
バ
ッ
ジ
は
長
洲
未
来
選
手
か
ら
も
ら
っ
た
も
の
で
す
。

「
世
界
選
手
権
大
会　

銀
メ
ダ
ル
」

　

２
０
１
５
年
3
月
、
宮
原
知
子
選
手
が
初
め
て
出
場
し
た
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー

ト
世
界
選
手
権
大
会
（
中
国
・
上
海
）
で
獲
得
し
た
銀
メ
ダ
ル
で
す
。
シ
ョ
ー
ト

プ
ロ
グ
ラ
ム
（
６
７
・
０
２
点
）、
フ
リ
ー
ス
ケ
ー
ト
（
１
２
６
・
５
８
点
）
と
も

に
自
己
ベ
ス
ト
を
更
新
し
ま
し
た
。

「
コ
ス
チ
ュ
ー
ム
」

　

２
０
１
４
年
、
ソ
チ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
シ
ョ
ー
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
髙
橋
大
輔
選

手
が
着
用
し
た
コ
ス
チ
ュ
ー
ム
で
す
。

「
髙
橋
大
輔
選
手
の
ス
ケ
ー
ト
靴
」

　

豪
快
な
ジ
ャ
ン
プ
や
、
世
界
一
と
言
わ
れ
る
華
麗
な
ス
テ
ッ
プ
を
生
み
出
し
た

ス
ケ
ー
ト
靴
で
す
。

「
バ
ン
ク
ー
バ
ー
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク　

銅
メ
ダ
ル
」

　

２
０
１
０
年
2
月
19
日
、
バ
ン
ク
ー
バ
ー
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
（
カ
ナ
ダ
）
で
髙
橋

大
輔
選
手
が
獲
得
し
た
銅
メ
ダ
ル
で
す
。
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
で
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
の
は
、
日
本
男
子
初
の
快
挙
で
し
た
。

「
箱
根
駅
伝
」
コ
ー
ナ
ー
解
説
パ
ネ
ル

　

象
徴
的
な
ス
ポ
ー
ツ
展
示
と
し
て
、
法
政
大
学
と
明
治
大
学
は
合
同
で
箱
根
駅

伝
に
つ
い
て
の
紹
介
を
行
っ
た
が
、
関
西
大
学
に
も
関
係
の
あ
る
内
容
で
あ
っ
た

た
め
解
説
パ
ネ
ル
の
文
章
の
み
掲
載
す
る
。
解
説
文
は
明
治
大
学
史
資
料
セ
ン
タ

ー
の
阿
部
裕
樹
氏
に
よ
る
。

「
3
大
学
と
箱
根
駅
伝
」

　

お
正
月
の
風
物
詩
と
な
っ
て
い
る
東
京
箱
根
間
往
復
駅
伝
競
走
（
箱
根
駅
伝
）

は
、
１
９
２
０
（
大
正
9
）
年
に
創
始
さ
れ
た
大
学
生
に
よ
る
駅
伝
競
走
で
す
。

２
０
１
９
（
平
成
31
）
年
大
会
で
95
回
を
数
え
ま
す
。

　

明
治
大
学
は
第
1
回
大
会
か
ら
、
法
政
大
学
は
第
2
回
大
会
か
ら
参
加
し
て
い

る
伝
統
校
で
、
法
政
大
学
は
79
回
で
歴
代
4
位
、
明
治
大
学
は
60
回
で
歴
代
10
位

の
出
場
回
数
を
誇
り
ま
す
（
最
多
は
中
央
大
学
の
92
回
）。
ま
た
明
治
大
学
は
7
回

の
総
合
優
勝
実
績
が
あ
り
ま
す
（
歴
代
6
位
、
最
多
は
中
央
大
学
の
14
回
）。
し
か

し
、
最
後
の
優
勝
は
１
９
４
９
（
昭
和
24
）
年
の
第
25
回
大
会
で
あ
り
、
将
来
優

勝
す
れ
ば
70
年
を
超
え
る
ブ
ラ
ン
ク
を
経
て
の
優
勝
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
を
上
回

れ
る
大
学
は
第
13
回
大
会
優
勝
の
慶
應
義
塾
大
学
、
第
20
回
大
会
優
勝
の
専
修
大

学
な
ど
わ
ず
か
で
す
。

　

一
方
の
法
政
大
学
は
総
合
優
勝
の
経
験
こ
そ
あ
り
ま
せ
ん
が
、
往
路
優
勝
と
復

路
優
勝
を
1
度
ず
つ
成
し
遂
げ
、
近
年
で
は
3
年
連
続
シ
ー
ド
権
を
獲
得
す
る
な

ど
の
飛
躍
を
見
せ
て
い
ま
す
。

　

関
西
大
学
は
第
9
回
大
会
（
１
９
２
８
年
）・
第
12
回
大
会
（
１
９
３
１
年
）・



85　関西大学年史紀要　27

第
13
回
大
会
（
１
９
３
２
年
）
に
招
待
校
と
し
て
出
場
し
て
い
ま
す
。
初
出
場
と

な
っ
た
第
9
回
大
会
で
は
、
8
区
の
片
渕
昇
選
手
が
区
間
新
記
録
の
快
走
を
み
せ

る
も
総
合
9
位
（
参
加
10
校
）
で
し
た
。
ち
な
み
に
同
大
会
の
優
勝
は
明
大
で
、

法
大
は
6
位
で
し
た
。
そ
の
後
片
渕
選
手
は
明
大
に
転
学
し
、
関
大
最
後
の
出
場

と
な
っ
た
第
13
回
大
会
で
は
明
大
の
選
手
と
し
て
6
区
（
山
下
り
）
区
間
新
記
録

の
活
躍
を
み
せ
ま
し
た
。

写
真
1　

�

第
9
回
大
会（
１
９
２
８
年
）　

明
治
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵

写
真
2　

�

第
2
回
大
会
を
優
勝
し
た
明
治
大
学
記
念
写
真
（
１
９
２
０
年
）

　
　
　
　

明
治
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵

写
真
3　

�

高
橋
旅
館
前
に
整
列
す
る
法
政
大
学
駅
伝
選
手
た
ち（
１
９
３
６
年
）　

法
政
大
学
史
セ
ン
タ
ー
所
蔵

法政大学のあゆみ

明治大学のあゆみ

大学と箱根駅伝

（
年
史
編
纂
室
）

　

２
０
１
９
年
7
月
9
日
に
全
国
大
学
史
資
料
協
議
会
西
日
本
部
会
２
０
１
９
年
度
第
2
回

研
究
会
が
関
西
大
学
で
開
催
さ
れ
、
北
口
由
望
（
法
政
大
学
史
セ
ン
タ
ー
）、
村
松
玄
太
・
阿

部
裕
樹
（
明
治
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
）、
西
村
航
（
関
西
大
学
年
史
編
纂
室
）
が
巡
回
展
示

に
つ
い
て
講
演
を
行
っ
た
。
そ
の
要
旨
は
『
全
国
大
学
史
資
料
協
議
会
西
日
本
部
会
会
報
』

第
36
号
、
２
０
２
０
年
に
掲
載
予
定
で
あ
り
、
本
稿
と
と
も
に
参
照
い
た
だ
き
た
い
。




